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『不思議の国のアリス』 はスペイン語に
どう訳されているか ⑴
髙　橋　節　子
TAKAHASHI  Setsuko
¿Cómo se traduce al español Alice’s Adventures in Wonderland?
Ⅰ．使用したテキスト
　1865年に発行されたルイス・キャロル作『不思議の国のアリス』１は世
界中の言語で翻訳されている。部分訳も含めると130以上もの言語で翻訳
されているという２。スペイン語訳も非常に版が多く、アマゾンで検索す
ると、絵本や抄訳等も含めて60件以上の本や電子書籍がヒットして驚かさ
れる。その中で、翻訳者名が銘記されていて比較的入手しやすい11冊を選
び、それらを比較検討することで、『アリス』の言葉遊びの部分がスペイ
研究ノート
　　　　　　　　　　　　　　　
１　原作の題はAlice’s Adventures in Wonderland. スペイン語のタイトルは、
Aventuras de Alicia en el País de las Maravillasとなっているものと、Alicia 
en el País de las Maravillasとなっているものがある。
２　阿部静子（2003）「『不思議の国のアリス』をフランス語で読むと…」『跡見学
園女子大学人文学フォーラム１』p.31
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ン語でどのように訳されているかをみてみたい３。
　テキストとして用いたのは、以下の版である。出版社名、国名、翻訳者
名、出版年の順に載せておく。その中で、翻訳者名が明記されているのは
10冊であった。BN Publishing社の版は、翻訳者の名前はないが、翻訳の
内容が他の版とは異なるのでここで取り上げることにする。
１.Anaya,スペイン,Lourdes Iñiguez Barrena,2011
２.Fondo de Cultura Económica（ 以 下FCEと 略 ）, メ キ シ コ,Luis 
Maristany, 2013
３.Editorial Losada,アルゼンチン,Delia Pasini,2010
４.Editorial Legado,コスタリカ,José Argueta Reyes, 2011,Kindle版
５.Torito Press,Martín Monreal,2011,Kindle版４
６.Editorial Porrúa,メキシコ,Adolfo de Alba,2012,Kindle版
７.BN Publishing（以下BNと略）,UK,2007
８.Jorge A. Mestas Ediciones,（以下Mestasと略）,スペイン,Ramón 
Buckley,2007
９.Longseller,アルゼンチン,Eduardo Stilman,2010
10.Valdemar,スペイン,Mauro Armiño,2006
11.Siglo 19,メキシコ,F. Alberto Alba,2012,kindle版
Ⅱ．túかustedか、男性か女性か
　まず、アリスが他の登場人物を親称のtúで遇しているのか、敬称の
ustedで遇しているのかを見てみよう。翻訳者によって解釈が異なるのが
　　　　　　　　　　　　　　　
３　実際には14の出版社の翻訳を入手した。しかし、Nórdica社、Porrúa社、El 
Cid社（いずれもkindle版）の三つは、翻訳者の名前がなく、しかも内容が
Editorial Legadoのものと酷似していた。アマゾンでヒットした60冊の中にも、
表紙のデザインや出版社の名前は違っても中身はほとんど同じというものも含
まれている可能性がある。
４　国名の表記がない。
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興味深い５。ここでは、ウサギ、ネズミ、イモ虫、三月ウサギ、帽子屋、
チシャネコ、ニセウミガメ、グリフォンの順に取り上げる。
　アリスが「不思議の国」で最初に声を掛けるのは「ウサギ」（Conejo）
である。チョッキを来て、ポケットに懐中時計を忍ばせた例の白ウサギで
ある。アリスは「おずおずと声をかけた」とある６。すべての翻訳で、待
遇表現としてはseñorを用い、人称としては尊称のustedを使用している。
例外はない。白ウサギは、白いチョッキを着て、懐中時計をもち、片手に
手袋、片手に扇子を持って、いかにも紳士然とした装いである。señorと
呼びかけるにふさわしい。いくつか例をあげる７。
◦Anaya 　：Por favor, señor. 
◦Mestas 　：Dispense, caballero…, ¿podía usted…?
◦Longseller 　：Con su permiso, señor. 
　次にアリスはネズミ（Ratón）に声をかける。ウサギの場合とちがって、
それぞれの翻訳で解釈が分かれている。親称のtúを使っている版、尊称の
ustedを使う版、会話の途中で人称代名詞が変化する版の三つがある。
　　　　　　　　　　　　　　　
５　スペインで出版された３つの版（Anaya, Mestas, Valdemar）では、vosotros
が使われるが、中南米で出版されたそれ以外の版では、当然、vosotrosは使わ
れない。たとえば、トランプの女王が庭師達に声をかける場面では、Anaya, 
Mestas, Valdemarはvosotrosを使っているが、その他の版ではustedesになっ
ている。
６　原文では、以下のようになっている。
　　…when the Rabbit came near her, she began, in a low, timid voice, “If you 
please, Sir−”
７　例文を引用する場合には、翻訳者の名前ではなく、出版社の名称を用いる。ス
ペイン語の翻訳では、翻訳者は日本語の場合ほど重視されない。英語を日本語
に翻訳する困難さに比べると、英語をスペイン語に翻訳する作業はさして困難
ではないからであろう。翻訳者の名前は小さく記されていたり、『アリス』の
場合のようにない場合すらある。このあたりの事情は英語でも同様である。行
方（2014）に次のような記述がある。
　　「翻訳書を手にとってみると、原著者名と翻訳者名が同じ大きさの活字になっ
ているのに気づいたことがありますか？　実はこれは日本だけの慣習です。英
語からドイツ語あるいはフランス語への翻訳の場合は、訳者の存在が日本の場
合ほど大きくありません。」（行方昭夫、『英会話不要論』2014、p.142）
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◦túを使う版 　　：Anaya, FCE 
◦ustedを使う版 　　：Legado, Torito, Porrúa, BN, Mestas, Longseller
◦途中で変化する版　：Losada, Valdemar, Siglo 19
　これを見ると、翻訳者によって解釈がかなり揺れていることが分かる８。
アリスの背丈は縮んでいて、John Tennielの挿絵から想像するに、アリス
はネズミと同じくらいの大きさになっている。初対面で相手が大人ならば
ustedを使うのが順当なので、アリスが白ウサギの場合と同じようにusted
を使うことには何の不思議もない。しかし、挿絵を見るとネズミは白ウサ
ギと違って服を着用していない。アリスも最初、このネズミがことばを話
せるかどうか半信半疑だった。ウサギは完全に擬人化されているが、ネズ
ミにはまだ動物的な感じが残っている。とすればtúを使ってもおかしくな
いところである。
　さらに、人称代名詞が途中で変化する翻訳が三つある。Losadaは最初
だけustedで話しかけているが、次からはtúに変わっている。最も興味深
いのはValdemarとSiglo 19の場合である。Valdemarでは、最初はtúで話
しかけているが９、猫の話をしてネズミが怒ると、謝罪する時にustedに変
わっている10。そのままずっとustedで話し続け、最後に、ネズミが怒って
行ってしまうと、今度は、ネズミちゃん（Ratoncito）と呼びかけて、túに戻っ
　　　　　　　　　　　　　　　
８　ちなみに日本語訳は、以下のようになっている。やはり翻訳者の間で解釈が分
かれていることが分かる。
　　　「ネコがお好きじゃないことを忘れていました」（河合訳,p.31）
　　　「あんたがネコなんて好きじゃないってこと、すっかり忘れちゃって」（北村
訳、p.38）
　　　「つい忘れてしまったの。あなたはネコが好きじゃないってこと（柳瀬訳、
p.32）
９　Oh Ratón, ¿conoces el camino para salir de este charco?  
　　おお、ネズミ、あんたこの池から出る道、知っている。
10　(…)Ay, le ruego que me perdone. (…) Se me olvidó por completo que a usted 
no le gustan los gatos.(…) 
　　どうか許してくださいね。ネコがお好きじゃないってことをすっかり忘れてい
ました。
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ている11。Siglo 19の場合は、最初はustedで話しかけているが12、その後tú
に変わり13、Valdemar同様に、謝罪するときに一時的に再びustedに変わ
る。その後すぐにtúに戻り14、そのまま最後までtúで通している。この二
つのバージョンを見ると、人称代名詞の選択は固定したものではなく、話
し手の聞き手に対する感情によって変化するものだということがよく分か
る15。
　一方、ネズミ（Ratón）はアリスに対してtúで話している。唯一の例外は
BNで、アリスに対してustedを使っている。またほとんどの版はネズミを
Ratón（男性形）と訳しているが、BNだけはrata16（女性形）で訳している。
男性に比べると女性の方が丁寧で腰が低いということも関係しているかも
しれない。
　第５章では「イモ虫」（Oruga）が登場する。すべての版において、ア
リスはイモ虫に対してustedを使っている。面白いのは、イモ虫を男性扱
いにしている版と女性扱いにしている版があることである。原文でアリス
は、“I-I hardly know, Sir, just at present,”とイモ虫の質問に答えている
ところから、原作ではイモ虫を男性として扱っていることが分かる。John 
Tennielの挿絵のイモ虫はアラビア風のガウンを着て水煙草を吸っている。
　　　　　　　　　　　　　　　
11　¡Ratoncito, querido! Vuelve aquí, y no hablaremos nunca más de gatos ni de 
los perros si no te gustan.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（61−62）
　　ネズミちゃん、ここに戻ってきてよ。ネコについてもイヌについても絶対に話
さないことにしよう、きらいなら。
12　―Oh, Ratón, ¿sabe usted cómo salir de este estanque? (…)
　　おお、ネズミ、この池からどうやって出たらいいか分かりますか？
13　―¡No es para que te enfades! (…)
　　あなたをおこらせようと思ったわけじゃないのよ。
14　 ―Oh, le ruego que me perdone!―gritó Alicia de nuevo, porque esta vez el 
Ratón se había erizado del todo y parecía realmente ofendido―.No la vuelvo 
a mencionar nunca, si no quieres.(…)
　　「どうぞ許してくださいな。」アリスはまた叫びました。今度はネズミが完全に
毛を逆立てて本当に気分を害したように見えたからです。「もう絶対に彼女の
話はしないから、あんたがイヤなら」
15　高橋節子（1997）「呼称代名詞の転換」『白鷗大学論集』11巻、第２号、参照。
16　動物の名前に関して、BNだけが小文字で表し普通名詞として扱っている。そ
の他の版では大文字で表され、固有名詞として扱われている。
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しかし、イモ虫（oruga）はスペイン語では女性名詞なので、男性扱いに
するとかなりの違和感がある。
　señora（奥さん）と呼びかけて明確に女性として扱っているのは、
Anaya、FCE, BNの３つである。ただし、Anayaは女性として扱ってい
るにもかかわらず、Iban Barrenetxeaによる挿絵では、大きなターバンを
まいて、りっぱなあごひげを蓄えた男性の姿に描かれている。Losadaは
señorともseñoraとも呼びかけていないが、orugaが女性名詞なので、自動
的に女性扱いということになる。
　その他の７つの翻訳では、イモ虫に対してseñorと呼びかけている。
orugaは女性名詞なので、男性扱いにするには無理があるのだが、そこは
原作に従っている。この場合、形容詞等は全て女性形になるので、イモ虫
が男性であるという設定と齟齬が生じている17。
　第７章で、アリスは「三月ウサギ」(Liebre)と「帽子屋」（Sombrerero）
に出会う。ネズミの時と同様に、túを使うか、ustedを使うかで各版はか
なり揺れている。
  三月ウサギ 帽子屋
１.Anaya ：tú  tú
２.FCE     ：usted  usted 
３.Losada    ：usted  usted
４.Legado   ：tú  usted
５.Torito ：usted  tú
６.Porrúa ：tú  usted
７.BN  ：usted  usted
　　　　　　　　　　　　　　　
17　¡Es una estatura perfecta!―dijo la Oruga muy enfadada, irguiéndose cuan 
larga era (media exactamente tres pulgadas de altura) (Legado)
　　「完璧な身長だ」イモ虫は怒って背筋を伸ばしながら言った。（ちょうと３イン
チの身長なのだ）
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８.Mestas ：usted  usted
９.Longseller ：usted  usted
10.Valdemar ：usted  usted
11.Siglo 19 ：tú  tú
　最も多いのは、三月ウサギと帽子屋の両方にustedで話すケースである。
FCE, Losada, BN, Mestas, Longseller, Valdemarの６版がこれに相当する。
反対に、AnayaとSiglo 19は両方に対してtúで話している。残り三つの版
では、三月ウサギと帽子屋に対してtúとustedを使い分けている。Legado
とPorrúaは三月ウサギに対してtú、帽子屋に対してustedを使っている。
Toritoはその反対に、三月ウサギに対してusted、帽子屋に対してtúを使っ
ている。つまり、11のバーションですべての可能性が現れていることにな
る。ただし、両方をustedで遇する版が一番多い。相手は大人なので、こ
れが一番自然な選択であると思われる18。一方、すべての版で、三月ウサ
ギと帽子屋はアリスをtúで扱っている。相手は子供であるからこれも当然
であろう。
　liebre（ウサギ）はスペイン語では女性名詞である。しかし、原作の挿
絵を見ると、蝶ネクタイを締めているので男性として描かれている。スペ
イン語版独自の挿絵（Anaya, FCE）を見てもやはり男性として描かれて
いる。ここでもイモ虫（oruga）の場合と同じように、文法上の性と実際
の性との乖離という問題が起きる。文法上の性をそのまま尊重して形容
詞、指示詞等に女性形を使っているのは、Anaya, Losada, Mestas, FCE, 
Porrúa, Valdemar19。一方、形容詞、指示詞、主語に男性形を使っている
　　　　　　　　　　　　　　　
18　ネズミに対しては、「ネコがお好きじゃないことを忘れていました」(p.31)と「で
す・ます」調で話していた河合訳のアリスも、三月ウサギに対しては「じゃあ、
どうぞって勧めるのは失礼だわ」(p.92)、帽子屋に対しては、「ひとのことをと
やかく言うものではないわ」「とっても失礼よ」(p.92)と、馴れ馴れしい口調に
なっている。アリスも不思議の国の住人に大分慣れてきているようである。
19　Nos peleamos en marzo(…), justo antes de que ella se volviera loca—
(Valdemar, 144)
　　「おれたちは３月にけんかした。ちょうど彼女の気がふれる直前に」
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のは、Legado, Torito, BN20, Longseller21, Siglo 19である。先に現れたイモ
虫や９章で現れる「ニセウミガメ（Torgura Falsa）」の場合には、たとえ
男性として扱っていても、形容詞等はすべて女性形になっていることと比
較すると、非常に面白い現象である22。
　次に、「チシャネコ（Minino de Cheshire, Gatito de Cheshire）」に対
するアリスの態度を見てみよう。ustedで遇している版が４（Legado, 
Mestas, BN, Longseller）、túで遇している版が６（Anaya, FCE, Torito, 
Porrúa, Voldemar, Siglo 19）、ustedか らtúに 変 化 し て い る 版 が 一 つ
（Losada）である。ここにきて、túを使っている版が多くなってきている。
John Tennielの挿絵によると、チシャネコはネズミ同様服を着ていない。
まだ動物らしさが残っているのでアリスも馴れ馴れしい口調になっている
のであろう。 
　第９章では「ニセウミガメ」（Falsa Tortuga, Tortuga Remedos, Tortuga 
Artificial, tortuga falsificada） に出会う。原文では男性扱いになっている
が23、スペイン語のtortugaは女性名詞なので、イモ虫や三月ウサギと同様
に、「性」の問題が起こる。ここでも翻訳者によって解釈の相違が見られる。
　　　　　　　　　　　　　　　
20　Nos peleamos en marzo pasado, poco antes de que él se volviera loco, ¿sabes? 
(y al decir él, señaló con la cuchara a la Liebre de Marzo)　　　　　（BN,100）
　　（「僕たちはこの前の３月にけんかした。彼の気がふれる直前にだ」そう言いな
がら、スプーンで三月うさぎを指差した。）
21　Me disgusté con el Tiempo(…)justo antes de que El se volviera loco(…)―( y 
señaló con su cucharita a la Liebre de Marzo)　　　　　　　（Longseller, 82） 
　　「ぼくは、時間くんとけんかしたんだ。ちょうど彼が気がふれる直前のことだ」
（そして、三月ウサギをティースプーンで指差した）
22　liebreやtortugaは「通性」と呼ばれる名詞のグループに属し、男性・女性の区
別がない。しかしliebre（ウサギ）は、tortuga（カメ）やoruga（イモ虫）に
比べると、sexに関して「人」に近い感じがする。擬人化された時に、形容詞
等が男性形になる理由であろう。
23　Alice thought to herself, “I don’t see how he can ever finish, if he doesn’t 
begin’
　　Alice was very nearly getting up and saying, “Thank you, Sir, for your 
interesting story”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122）
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Anaya, FCE, Losada, Porrúa, BN, Valdemarでは、señoraと呼びかけてい
る24ので明らかに女性扱い、LegadoとTorito, Longseller, Siglo 19はseñor
と呼んで男性扱いにしている。Mestasでは、señoraもseñorも使っていな
いが、tortugaが女性名詞なので、自動的に女性扱い、ということになる。
イモ虫は挿絵が男性なので女性扱いにすると違和感があるが、ニセウミガ
メは男性とも女性ともとれる挿絵なので女性扱いにすることに特に抵抗は
ない。ただし、señorと男性扱いになったとしても、形容詞、その他はす
べて女性形になっている。この点はイモ虫（oruga）の場合と同様である。
スペイン語では、文法上の性が実際の性に優先する傾向にあるといえる。
　アリスはニセウミガメに対してtúで話しかける翻訳が一番多い。BNで
は、最初こそustedで話しかけているが、いつのまにかtú に移行している。
ニセウミガメを一貫してustedで遇しているのは、Losadaだけで、それ以
外の版ではすべてtú になっている25。ニセウミガメの友人であるグリフォ
ン（Grifo）に対しては、アリスは常にtú で話している。最初は不思議の
国でおどおどしていたアリスもだんだん慣れてきて、不思議の国の住民に
対して親しみを感じてきたということだろうか。一方、アリスに対しては、
グリフォンもニセウミガメもtúを使っている。ただし、Mestas では、ニ
セウミガメが皮肉をこめてustedを使っている個所がある26。これも、相手
に対する感情の変化によって代名詞の選択が変化する例である。
　　　　　　　　　　　　　　　
24　実際には、声に出して呼びかけたのではなく、呼びかけようとしただけであるが。
25　FCEでは、ニセウミガメに直接話しかけた例がないので、túなのかustedなの
かは分からない。
26　 ―Pues sí―continuó la Tortuga―, íbamos a la escuela en el mar, aunque 
usted no se lo crea, señorita.　　　　　　　　　　　　　　　　（Mestas, 100）
　　「うん、そうよ」ニセウミガメは続けました。「私たちは海の学校に通っていた。
あなたは信じないかもしれないけど、お嬢さん」
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Ⅲ．ことば遊び
　次に、『アリス』に現れる言葉遊びをスペイン語の各版がどのように翻
訳しているのかを見ることにしよう。まず、第２章の冒頭部分から。
“Curiouser and curiouser!” cried Alice（she was so much surprised that 
for the moment she quite forgot how to speak good English）.
　あまりに驚いてアリスが思わずcuriouserという破格の表現を使ってし
まった場面である。この部分が、スペイン語でどう訳されているのか興味
がある。各版とも全て異なる訳語を当てている。
１.Anaya ：¡Chocante y requetechocante!
２.FCE ：¡Más que recurioso, requetecurioso!
３.Losada ：¡Rarirísimo, rarirísimo!
４.Legado ：¡Curiosico y curiosico!
５.Torito ：¡Curiosito y cuiosato!
６.Porrúa ：¡Qué currioso!  ¡Que marnífico!
７.BN  ：¡Curioso y más que curioso!
８.Mestas ：¡Caracolis!
９.Longseller ：¡Curiosísisimo y curiosísisimo!
10.Valdemar ：¡Qué curiosoque y curiosoque!
11.Siglo 19 ：¡Curiorífico y curiorífico!
　８のBNは文法的な言い方を使っているので面白味がない。しかも、「あ
まりに驚いて正しい英語を忘れてしまったくらいなので」に相当するスペ
イン語訳を（わざと）省略している27。その他の版ではすべて「あまりに
驚いて正しい言葉遣いを忘れてしまった」という但し書きをきちんと入れ
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ているので、スペイン語として破格の表現を使っていることが分かる。
　７のPorrúaと９のMestasは、発音を微妙に変えることで新語を作
り 出 し て い る。curioso（ 奇 妙 な ） →*currioso28、magnífico（ す ご い ）
→*marnífico、caracoles（おやまあ／驚いた）→*caracolis。
　12のValdemarは独特の方法で新語を創り出している。正しくは、“¡Qué 
curioso y qué curioso!”なのだが、疑問代名詞のquéをcuriosoに後続させ
ることで、新しいことば*curiosoqueを生み出している。しかもアクセン
トの位置が移動しているので、耳新しいことばのように感じる。
　それ以外の版は、形容詞を形成する接辞を使って単語を作り出してい
る点で共通している。接頭辞を使っているのは、Anaya（requete-）と
FCE（requete-, re-）である29。強調を表す“requete-”、“re-”を使って、
*requetechocante（ものすごく変な感じ）,*requetecurioso（ものすごく
奇妙）,*recurioso（すごく奇妙）を作り出している。“requete-”は“re-”
よりもさらに強調の度合いが強いので、FCEのように、「recuriosoどころ
じゃない、requetecuriosoだ」という言い方が成立する。残り五つの版は
接尾辞を使っている。curiosoの語尾“-oso”を、Legado, Nórdica, Siglo 
19は“-ico”（*curiosico） に、Toritoは“-ato”（*curiosato） に 変 化 さ せ
て実際には存在しない語を作っている。LosadaとLongsellerは“-ísimo”
を使って強調を表しているが、標準的なrarísimo, curiosísimoではなく、
*rarirísimo, *curiosisísimoと、“ri”,“si”を重ねることで強調の度合いを
強めている。Toritoは、curiosoに縮小辞の“-ito”を付けてcuriosito、形
容詞接尾辞の“-ato”をつけて*curiosatoを作っている。“-sito”、“-sato”
と似たような音が繰り返されるところが面白い30。
　　　　　　　　　　　　　　　
27　“¡Curioso y más que curioso!−gritó Alicia−. ¡ahora me estoy estirando como 
el más grande de los telescopios que ha existido”　　　　　　　　　（BN, 22）
　　「変だわ、それ以上だわ。」とアリスは叫びました。「私、今までで一番大きな
望遠鏡みたいにどんどん伸びていっている」
28　文法的に標準的ではない語や表現にはアステリスクを付ける。
29　re-, requete-はどの形容詞や副詞にも無条件につけられるわけではなく、bueno, 
malo, bien, mal, bonito, guapoなどよく使われる語に限定されるようである。
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　９章と10章では、アリスとニセウミガメ、グリフォンとの会話が展開さ
れる。『アリス』の中で最も多くの語呂合わせやダジャレが現れる章である。
　９章の中に次のような言葉遊びがある。
“…The master was an old Turtle　we used to call him Tortoise　”
“Why did you call him Tortoise, if he wasn’t one?  Alice asked.
“We called him Tortoise because he taught us”,said the Mock Turtle 
angrily.      　　（p.96）
「先生は年よりの海ガメ（Turtle）だったけど、ぼくたちは、陸ガメ先
生（Tortoise）って呼んでいた」
「海ガメなのにどうして陸ガメ（Tortoise）って呼んでたの」
「そりゃ、ぼくたちを教えてた（taught us）からだよ」ニセウミガメは
イライラして答えました。
　tortoiseと“taught us”の語呂合わせによることば遊びである。この部
分をスペイン語の各版ではどのように扱っているか見てみよう31。
　　　　　　　　　　　　　　　
30　ちなみに、日本語訳では次のようになっている。
　　「奇妙れてきつ！　奇妙れてきつ！」（柳瀬訳、p.23）
　　「てこへん、へんてこ!」（北村訳、p.28）　
　　「てんてこりんがどんどんこりん」（河合訳、p,23）
31　日本語の訳は以下のようになっている。
　　「先生は年寄りの海ガメだったけど、茶々（ちゃちゃ）と呼ばれていた」（……）
　　「先生はティーチャーだろう。ティーとは茶のことだ。だから茶々じゃないか。」
（河合訳、p.128）
　　「先生は年寄りの海亀だったが――みんなして地亀（ちかめ）先生と呼んどっ
たよ――」
　　「どうして地亀先生なの、海亀なのに？」アリスは尋ねた。
　　「先生ってのは、たいてい近目に決まっとるじゃないか」（柳瀬訳、p.133）
　　　河合、柳瀬はそれぞれ日本語でかけ言葉を工夫している。一方、北村訳は英
語読みのルビを振ることで、日本語でのかけ言葉を工夫することを避けている。
ここではルビの部分をカッコに入れて示す。
『不思議の国のアリス』 はスペイン語にどう訳されているか ⑴
−321−
１.Anaya  
　La maestra era una vieja Tortuga, a la que solíamos llamar Tortuosa.
　¿Y por qué la llamabais así? 　preguntó Alicia.
　Pues porque era la maestra y nos enseñaba―dijo la Falsa Tortuga 
molesta　.      　（p.102）
「先生はおばあさんガメで、ぼくたちは先生を陰険（先生）って呼んで
いた」
「どうしてそう呼んでいたの」とアリスは尋ねました。
「だって、彼女は先生で、ぼくたちを教えていたからだよ」と、ニセウ
ミガメはイラッとして答えました。
　Tortuga（カメ）とtortuosa（陰険な）との連想が働いている。しかし、
後半の落ちが弱い。
２.Fondo de Cultura Económica
　La maestra era una vieja tortuga a la que solíamos llamar Tortura.(…)
　La llamábamos Tortura　dijo enojada la Falsa Tortuga―porque era 
tortuosa: más que enseñar, se ensañaba con nosotras. 　　（p.99）
「先生はおばあさんガメで、わたしたちはTortura（拷問）って呼んで
いた」（……）
「だって教える（enseñar）というよりも、私たちをいじめていた
（ensañarse）からよ」
　tortuga（カメ）とtortura（拷問）は音が似通っている。enseñar（教え
　　　　　　　　　　　　　　　
　　「校長先生は年取ったウミガメ（トータル）だったけどよう――ぼくたちオカ
ガメ（トータス）っていってたんだよう――」
　　「どうしてオカガメ（トータス）なんて？　ほんとうはそうじゃないのにさ」
とアリスは尋ねた。
　　「ぼくらに教えた（トータス）から、オカガメっていうんだいっ！」（北村訳、p.158）
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る）とensañar（残酷に扱う）も非常に音が似ている。落ちも決まっていて、
なかなか秀逸である。
３.Losada 
　El maestro era una Tortuga vieja　lo llamábamos Quelonio...(…)
　Le decíamos Quelonio porque enseñaba como el demonio. 　　（p.134）
「先生はおじいさんガメで、わたしたちはQuelonio（カメ目）って呼ん
でいた」
「だって、教え方がdemonio（悪魔）みたいだったから、そう呼んだのよ」
　Quelonioとdemonioで韻を踏んでいる。quelonio, demonioは男性名詞な
のでLosada版の先生は男性になっている。
４.Legado 
　El maestro era una vieja tortuga a la que llamábamos Galápago.
　Lo llamábamos “Galápago” porque siempre estaba diciendo que 
tenía a “gala” enseñar en una escuela de “pago”.
「先生はおじいさんガメで、ぼくたちはGalápago（大ウミガメ）って呼
んでいた」
「だって、いつも、有料の（pago）の学校で教えるのは光栄だ（tener a 
gala）って言っていたからそう呼んでいたんだ」
　galápago（大ウミガメ）をgala-pagoと分けて、うまく掛け言葉を創り
だしている。なかなかの傑作である32。galápagoは男性名詞なので先生も
男性になっている。
　　　　　　　　　　　　　　　
32　これとまったく同じ言葉遊びが、Nórdica とEl Cidにも出てくる。
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５.Torito 
　El maestro era un viejo tortugo 　lo llamábamos el Duque　 (…)　
　Lo llamábamos el Duque para que nos eduque.
「先生はおじいさんガメで、ぼくたちはel Duque（男爵）って呼んでいた」
「ぼくたちを教えてくれるように（nos eduque）el Duque って呼んでい
たのさ」
　文法的には“Lo llamábamos el Duque para que nos educara” と接続法
過去形にするべきところだが、Duqueと韻を踏むために、敢えて接続法現
在形のeduqueを使っている。英語の“taught us”と同じ意味の“（para 
que）nos eduque”を使ってかけ言葉を創造している点は評価できる。また、
tortuga（カメ）を、一般的には使われない*tortugoという男性形にするこ
とで面白味を出している。
６.Porrúa
　El profesor era una vieja Tortuga de mar. Teníamos por costumbre 
llamarlo “Bellanota”.(…)　
　Porque siempre nos ponía buenas notas.
「先生はおじいさん海ガメだった。音符（bella nota）先生って呼ばれて
いた」
「だって、いつもぼくたちに良い点（buenas notas）をくれたからさ」
　notaには、音符、点数等の意味があるので、bella nota（音符）、buenas 
notas（良い点）と掛け言葉にしている。Anaya, FCE, Losadaの先生方が
厳しいのに対して、Porrúaの先生は珍しく甘い先生である。
７.BN  
　La maestra era una vieja tortuga.(…) Acostumbrábamos a llamarla 
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“Tortugona”.   
　Porque era nuestra profesora　   　（p.135）
「先生はおばあさんガメだった。いつも大ガメ先生と呼ばれていた」
「なぜってわたしたちの先生だからよ」
　Tortugaに“-ona”という「増大辞」を付けている。言葉遊びの面白さ
はない。
８.Mestas
　Recuerdo muy bien a la maestra, una vieja tortuga, a la que nosotros 
llamábamos <tortura>
　¿Y por qué la llamaban así?(…)
　¡La llamábamos tortura, porque se dedicaba a torturarnos!(…) （p.100）
「私は先生のことをよく覚えている、おばあさんガメで、私たちは彼女
のことをTortura（拷問）って呼んでいた」
「どうしてそう呼んでいたの」
「わたしたちを拷問することに一生懸命だったから、そう呼んでいたの
よ」 
　先生をTorturaと呼んでいた点においては、FCEと同じだが、FCEに
比べると、最後の落ちがもう一つ決まっていない。自分たちを拷問する
（torturar）からTortura（拷問）と呼んだのだ、というのは言葉遊びとい
うよりも説明である。
９.Longseller
　La maestra era una vieja tortuga(…) La llamábamos Tortugón(…)
　¿Por qué la llamaban Tortugón si no lo era? (…)
　¡La llamábamos Tortugón porque nos enseñaba la lección!　　（p.108）
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「先生はおばあさんガメだった。いつも大ガメ男先生と呼んでいた」
（……）
「女なのにどうして男先生って呼んでいたの」
「だって私たちに勉強を（lección）教えていたからよ」
　７のBNと同様に増大辞を使っている。BNは女性形の増大辞であるが、
こちらは男性形になっている。lección（授業）と韻を踏むために、女性の
先生を男性形（tortugón）で呼んでいる訳である。
10.Valdemar
　El maestro era una vieja Tortuga...a la que llamábamos Galápago.
　¿Por qué le llamaban Galápago si no lo era? (…)
　Le llamábamos Galápago porque nos enseñaba. (…) 　（p.182）
「先生はおばあさんガメで、わたしたちは、Galápago（大ガメ）先生っ
て呼んだものよ」
「どうしてGalápago って呼んだの、そうじゃないのに」
「だって私たちに教えてくれていたからよ」
　語呂合わせの面白さは感じられない。訳者は巻末の注で、“saber más 
que un galápago”（galápagoよりもよく知っている）という言い回しを彷
彿とさせるからgalápagoを選んだ、と説明している（p.484）。
11.Siglo 19
　El maestro era una tortuga de edad a la cual solíamos llamar 
Tortuga de Tierra.
　¿Y por qué la llamaban Tortuga de Tierra, si no era de tierra? (…)
　Le decíamos Tortuga de Tierra, porque él nos enteraba de muchas 
cosas.(…)
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「先生は年配で、ぼくたちは彼を陸ガメ先生って呼んだものだ」
「どうして陸ガメ先生って呼んだの、そうじゃないのに」
「ぼくたちにいろんなことを知らせてくれたからそう呼んでいたんだよ」
　原作の意味を尊重した訳になっている。ただ、enseñar（教える）を選
ばずにenterar（知らせる）を選んだのは、enterrarを連想させるためで
あろう。tierra（陸、地面）とenterrar（埋める、埋葬する）は意味上の
連想が働き、enterrarとenterar（知らせる）は音の連なりが非常に似て
いる。
　『アリス』の言葉遊びの精神を尊重して、スペイン語でのことば遊びを
工夫している訳者と、英語の意味をそのままスペイン語に置き換えている
訳者とに分かれる。巻末に注を載せて説明している版もある。日本語の訳
も同様で、日本語で言葉遊びを創造している訳者（河合、柳瀬）と英語読
みのルビを振っている版（北村）がある。読者としては、原著に負けない
くらい面白い言葉遊びやダジャレをスペイン語や日本語でも創ってもらい
たいところである。
　９章の最後の部分でニセウミガメは、「海の学校では、勉強時間が日に
日に少なくなっていく」と言っている。その理由は次の通りである。
“That’s the reason they’re called lessons(…)because they lessen from 
day to day.”　
「だから、レッスン、って呼ぶんだよ。（……）日に日に少なくなってい
くんだから。」
　lesson（レッスン）とlessen（減少する）の掛け言葉の妙味はうまくス
ペインで表現できないようで、各版とも苦労している。
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１.Anaya 
　Esta es la razón por la que las llaman clases　señaló el Grifo　, 
porque las clasifican de día en día.（p.104）
「だからクラスって呼ぶんだよ。」グリフォンは指摘しました。「だって、
日ごとにクラス分けするんだから」
　clase（クラス）とclasificar（クラスに分ける）で語呂合わせをしている。
２.FCE  
　Por eso es curso: porque disminuye en escorzo día a día. Es como si 
gradualmente se horadura el horario.（p.102）
「だからコースなのさ。遠近短縮法みたいに日ごとに小さくなる。時間
割にだんだん穴があいていくみたいに」
　“es curso”（コースである）とescorzo（遠近法）は音が似ている。“（se） 
horadura”（穴があく）とhorario（時間割）は“hora-”が共通している。
３.Losada 
　Por eso las llaman materias(…)porque se gastan de un día a otro.
（p.137）
「だから教科（材料）って呼ぶのさ。だって、日ごとに使われていくからね」
４.Legado 
　Por eso se llamaban cursos, no entiendes nada. Se llamaban cursos 
porque se acortaban de día en día.
「だから、コースって呼ぶのさ。何にも分かってないな。だって日ごと
にカットされていくからさ」
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５.Torito  
　Por eso se les dice menester (…) porque cada día hay que estar 
menos.
「だから必要性（不足）って呼んでいるのさ。だって、毎日少なくなっ
てかなくちゃならないんだから」
　ここは説明が必要である。グリフォンのせりふの前に、アリスが次のよ
うに言っている。
　¿Cuántas horas por día ocupaban esos menesteres?
「その仕事は一日何時間くらいなの？」
　menesterには「不足、必要性」といった意味がある。複数（menesteres）
にすると「仕事、職」といった意味になる。menesterとmenos（=less）
は頭の“men-”の音が共通している。
６.Porrúa
　Por esa razón se llaman cursos(…)porque son como ríos de “curso” 
muy rápido. 
「だからコースって呼ぶのさ。だって、早い川の流れみたいじゃないか」
　cursoには、コースのほかにも「（水の）流れ」という意味があるのを利
用している。
７.BN 
　Es por eso que se llaman lecciones graduales(…):iban disminuyendo 
de día en día.（p.139）
「だから段階的な授業って呼ぶんだよ。日ごとに減って行ったからね」
『不思議の国のアリス』 はスペイン語にどう訳されているか ⑴
−329−
８.Mestas
　Por eso los llaman cursillos.（p.103）
「だから短期授業って呼ぶんだよ」
９.Longseller
　Esta es la razón por la que se llaman lecciones. (…) porque 
disminuyen día en día.（p.110）
「だからレッスンって呼んでいるのさ。毎日少なくなっているからね」
　英語のlessonをそのままスペイン語にしているだけであり、面白味がな
い。
10.Valdemar 
　Por esa razón se llaman cortas　　observó el Grijo　　porque día a 
día se acortan.（p.186）
「だからcorta って呼ぶのさ。だって日に日に短くなっていく（se acortan）
んだから」
　cortaは「伐採」という意味であるが、Clave、Salamancaといった辞書
にはこの単語が載っていない。訳者は巻末に注をつけて英語の意味を説明
している。
11.Siglo19 
　Esa es la razón por la que se les llama lecciones.(…) porque se 
seccionan día a día.
「だから、lecciones って呼ぶんだよ。だって毎日切断されていくんだか
らね」
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　leccionesとseccionanは語中の音（eccion）が共通している。
12.Nórdica33
　Por eso se llamaban cursos, (…)porque se acursan（decía acursan 
por〈acortan〉）cada día.
「だから、コースって呼んでるのさ。だって毎日コースされる（「カット
される」の代わりにコースされると言った）んだから」
　curso（コース）の音に合わせてわざわざ*acursarという新語を作り、カッ
コの中でその理由を説明している。
　多少なりとも、語呂合わせやダジャレを作っている版もある一方で、言
葉遊びの面白さは諦めて、英語の意味をそのままスペイン語にしたり、説
明することで切り抜けている版もある34。
　ニセウミガメとグリフォンのダジャレはまだまだ続くのだが、今回はこ
こまでとし、続きは稿を改めて検討することにする。
　　　　　　　　　　　　　　　
33　訳者名がないことと、全体的に非常にPorrúaの訳に似ていたので、検討の対
象から外したが、この部分は他の訳とは異なっているので特別に取り挙げる。
34　ちなみに日本語訳は次のようになっている。
　　「かわった時間割だこと！」アリスはいった。
　　「だからこそ時限というんだろ」グリフォンがいった。「毎日、時間が減（げん）
ずるから時減（じげん）というわけだ」  　　　　（柳瀬、136−7）
　　河合訳では以下のようである。
　　「へんてこりんな時間割ね！」アリスは叫びました。
　　「だから、時間割っていうんじゃないか。」グリフォンが言いました。「なんと
か割っていうのは、少し減らしてくれることをいうんだよ。」 　　　（132）
　　北村は漢字に英語のルビを振ることで解決している。
　　「へんな時間割！」アリスは思わず叫んだものさ。
　　「だからこそレッスンっていうんじゃないか」今度はグリフォンがこういった。
　　「一日一日と減って（レッスン）いくんだからな」  　　　（162）
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